
木質ボード類の性能（2）

工　藤　　　修

　木質ボード顆の保有性能
　木質ボード顆の性能については，JIS
（日本工業規格）およびＪＡＳ（日本農
林規格）に標準的な数値が定められてい
ます。
　ここでは，木質ボード類について，そ
れらの性能および用途をまとめるととも
に，ＪＩＳ，ＪＡＳに定められた数値を示し
てみます。

（1）合板の性能と用途
　合板については日本農林規格が制定さ
れており，各種の性能が規定されていま
す。
　合板の特徴には次のようなものがあり
ます。
  1）木質系ボード類の中で最も欠点が少
　　なく，汎用性が高い。
　2）製材品に比較して異方性が少なく，
　　寸法安定度が高い。
　3）狂いが少なく割れにくい。
　4）強度が大きく粘り強い。
　5）耐水性，耐候性が大きい。
　合板は構成，表面の状態，接着性，用
途などによって区分されます。表面状態
による区分では普通合板と特殊合板，用
途面からはコンクリート型わく用合板，
構造用合板，足場板用合板，パレット用
合板，難燃合板，防炎合板，防火戸用合
板のように特定用途を対象として区分さ

表2　合板の分類および概要
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れています。
　合板の分類，用途などを表２～３に，構造用合
板の強度的性質を表４に示します。

（2）繊維板の性能と用途
　繊維板は木材チップをいったん繊維状態にして
から板状に成形したものです。おもな特徴として
は
  1）広い均質な板ができ，異方性が少ない。

　2）割れ，裂けなどが生じにくい。
　3）型押し，打ち抜きなどの成形加工が容易であ
　　 る。
　4）ハードボードは表面が平滑で硬い。
　5）インシュレーションボードは断熱，吸音性が
　　 高い。また，調湿性能を有する。
などがあげられます。また，比重によって軟質繊
維板（インシュレーンョンボード），中質繊維板
（ＭＤＦ），硬質繊維板（ハードボード）に分類

表3　特殊加工化粧合板のタイプ，用途，種類

表4　構造用合板の機械的性質

注）O°，45°，90°：スパン方向と表板の主繊維方向との角度
　　A，B，C：板面の品質によって示される等級



木質ボード類の性能（2）

されます。

　①軟質繊維板の性能と用途

　おもな用途は天井材，下地材，畳床で，断熱材

としても使用されます。また，湿気を吸ったり出

したりする性能があるため，室内の湿度を調整す

る働きがあります。シージングボードはアスファ

ルトを添加して耐水性能を向上させてあり，屋根，

壁，床の下地材料として使用されます。

　軟質繊維板の規格を表５に示します。

　②中質繊維板（ＭＤＦ）の性能と用途

　用途の大半は家具用で，建築用（天井，壁など

の内装材）には15％程度しか使用されていません。
建築内装材の壁用としては，横羽目ボード，天然

表5　軟質線維板の規格

銘木ブロックがあります。

　建材への利用は，ＭＤＦ基材の上につき板張り

やダップ樹脂板化粧，塗装などの仕上げをしたも

のを単体で使用したり，組み合わせて使用したり

します。

　住宅機器用としては収納ユニット，キッチンユ

ニット　押し入れ中段ユニット，取付洋ダンスお

よび下駄箱などがあります。

　中質繊維板の規格を表６に示します。

　③硬質繊維板の性能と用途

　硬質繊維板の標準板は家具，建具，電機器，梱

包，雑貨などに用いられます。建築用としては押
し入れの内装壁，プレハブ住宅の複合パネル，押

（JIS A5905－1979）

A級：A級インシュレーンョンボード，主原料は木材チップ，一般用
B級：B級インシュレーンョンボード，主原料は綿くず・稲わら・
　　　パルプくず・のこくずなど，一般用
丁級：T級インシュレーションボード，主原料は木材チップ，畳床用
シージング：シージンデインシュレーションボード，主原料は木材チップ
　　　　　　外壁下張用

表6　中質繊維板の規格
（JIS A5906－1983）
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し入れの中段，外装用ハードボード
サイディングに用いられます。また，
2.5ｍｍ厚のものは自動車内装に使用
されます。
　硬質繊維板の規格を表７に示します。

（3）パーティクルボードの性能と
用途
　パーティクルボードは木材小片を
接着剤によって成形したもので家具，
木工，電機器，建築材料として用い
られています。
　パーティクルボードの特徴として
  1）廃材，小径材などから製造でき，
　　原料に対する制約が少ない。
　2）強度に異方性が少なく，大面積
　　のものが得られる。
　3）厚い製品が製造できる。

　　　　表7　硬質馳維板の規格

　　　　　　　　（JIS A5907－1977）

S：無処理硬質繊維板
T：油，樹脂など特殊処理した硬質繊維板
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　4）遮音性，断熱性が高い。

　5）音響特性に優れる。

　6）品質にムラが少なく，量産性に優れる。

　7）吸水，吸湿に対する抵抗性が少ない。

などがあげられます。

　また，曲げ強さ，曲げヤング係数は合板より劣

りますが，面内せん断弾性係数は合板の2～3倍

あり，くぎに対する抵抗性も合板より大きな値を

持っています。

　パーティクルボードのうち200タイプおよび150

タイプに対して，枠組壁工法のたて枠間隔を50cm

以内で，外周部分を10cm以下，その他の部分を20

cm以下の間隔でＣＮ50くぎを用いて接合した場合，

壁倍率を３とすることができます。

　パーティクルボードは主として収納家具，その

他の部材として用いられますが，その場合，はく

離強さは3kgf／cm２以上が必要になります。音に

対しては，各周波数について大体平均した吸音率

を持ち，振幅の大きい低音部に対しても共振が少

ないため，各種キャビネットに使用されます。

　パーティクルボードの概要と用途を表８に，そ

の規格を表９に示します。

（4）木毛セメント板の性能と用途
　木毛セメント板は，木材をリボン状に削った木
毛をセメントと練って板状に成形したもので，
  1）比較的軽量である。
　2）準不燃材として防火性に優れる。
　3）空気を多く含み，優れた断熱性能を持ってい
　　る。
　4）空げきが多いので吸音性に優れている。

表 9　パーティクルボードの規格
（JIS A 5908－1986）

備考　1．幅方向とは，素地パーティクルボードおよび含浸紙張りパーティクルボードにあっては，原板
 　　　　の長手方向をいい，横方向とは，長手方向と直角の方向をいう
 　　　　単板張りパーティクルボードにあっては，表面単板の繊維方向と平行方向を縦方向といい，こ
 　　　　れに直角方向を横方向という
　　　2．木ねじ保持力は，厚さ15m皿以上のものについて適用する
　　　3．吸水厚さ膨張率は25℃の水中に24時間水漬後

表8　パーティクルボードの概要と用途
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　　5）防腐，防蟻，防鼠性がある。

　　6）乾燥にともなう収縮率が大きい。

　などの特徴があります。そのため壁，屋根の下地

　材料を中心にして，建築の中で広く使用されてい

　ます。また，吸音材料，壁や天井などの仕上げ材

　料として工場や体育館，学校をはじめ各種の建築

　物で使われることも多くあります。

　ＪＩＳでは難燃木毛セメント板と断熱木毛セメン

　ト板に分けられており，壁，屋根，床の下地，内

　装仕上げ材，天井仕上げ材，壁体の断熱材，防火，

　耐火被覆材に使われるほか，左官仕上げの下地，

　コンクリート床版下面に打ち殺しで使われること

　もあります。
　　木毛セメント板の規格を表10に示します。

（5）木片セメント板の性能と用途

　木片セメント板は，木材の削片を薬品で処理し，

セメントと練って板，ブロックなどに加圧成形し

たもので，比重によって普通木片セメント板，硬

質木片セメント板に分けられます。

　普通木片セメント板は

　1）防火性，耐火性に優れる。

　2）軽量で断熱性，吸音性に優れている。

　3）耐久性，加工性，施工性が良い。

　4）腐朽しにくく虫害なども受けにくい。

　5）くぎ打ちや切断が容易であり，加工性が良い。

などの特徴があります。

　硬質木片セメント板は，防火性，耐火性，遮音

性にすぐれているため，一般住宅，倉庫，工場，

体育館などの内外壁や間仕切り壁として使用され

表１０　木毛セメント板の規格
（JIS A5404－1987）

注）＊曲げ試験（気乾）は40×50cmの試料，スパン40cmで中央集中荷重

（JIS A5417－1985）

1992年1月号

　表１１木片セメント板の規格
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　ています。その一般的な特徴としては
　  1）板の層構成が3層になっている。
　　2）目止板に塗装仕上げをするだけで防火性のあ
　　　る外壁材として使用できる。
　　3）木片とセメントが密で層状に結合しているた
　　　め，くぎや木ねじで容易に他材料に留め付け
　　　ることができる。
　　4）遮音性にすぐれている。
　　5）板厚12mm以上は，枠組壁工法および在来構法
　　　用の耐力壁として，それぞれ壁倍率2.5，2.0
　　　が認められている。
　などがあります。
　　木片セメント板の規格を表11に示します。

　　おわりに
　　建築部材を中心に用途部位別必要性能と木質ボ
　ード類の保有性能をみてきました。多くの資料を
　参考にしましたが，材料の寸法，使用条件などに
　よっで性能が異なるため，必ずしも具体的な数値
　を示すことができませんでした。今後，実験を含
　めたより一層の検討を行い，補強する必要があり
　ます。また，各分野の専門家の方々の検討，助言
　もお願いいたします。
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